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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・古里　長太郎様～本日分で点滴処方切れあり、主治医へ報告し、明日0時～3/5(火)16時の分まで点滴同内容で処方となる。
・中居　伊佐男様～今朝より咳嗽見られ、本人より風邪薬希望あり、主治医へ報告しPL配合顆粒3P　3×毎食後　3日分(本日昼から3/5(火)朝分迄)処方となる。
・伊藤　和子様～今朝より体温37.3℃の発熱、本人からも風邪薬希望にて、主治医不在の為、田名部Drへ報告しインフルエンザテスト施行指示あり、結果陰性。結果を再度田名部Drへ報告し、PL配合顆粒　3P　3×毎食後　3日分(本日昼～3/5(火)朝分迄)処方となる。活気無く、各食不食され、発熱も持続し、自床からも自力では起き上がれない状態。痰絡み著明で自己排痰出来ず、酸素飽和度91～92％。一時車椅子へ移乗し、合併症室へ移動。吸引施行にて白色痰中等量引かれる。吸引後も酸素飽和度91～92％と変わらず、一部介助にて臥床後、鼾様の呼吸見られている。日直医三浦Drへ上記の経過を報告し、カルボシステイン(250)3T　3×毎食後　3日分(本日夕～3/5(火)昼分迄)処方。又、吸引の指示も本日分のみ頂いている。食事・水分摂取が十分に行えていない為、点滴3本/日で本日分～3/4(月)分まで処方となり、施行の指示。14:40指示の点滴開始している。点滴施行に拒否・抵抗は無く、応じられる。
・金澤　貫藏様～本日10:50シニアホーム「南風苑」入所の為、当院退院となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。過度な飲水要求や不潔行為はなく経過。対面時の妄想発言はないが、表情硬さはある。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。訴えや妄想発言はなく過ごす。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。10時～11時・14時～15時開放観察実施。開放中は奇声を挙げての徘徊や窓へのなぞり書きみられているが他者トラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。ホールにて過ごすも不穏さなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢のみ身体拘束中。経管流動食の経口摂取試みているが、数口のみで拒否あり、中止。体温37.1℃、他バイタル異常無し。掛け物調整にて対応。訪室の度にミトンでベッド柵を叩いている。経管栄養トラブル無く施行。拘束部位の循環障害無し。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタル異常無し。眠気訴え、ぼんやりした表情をしている。疎通は良好。経管栄養トラブル無く施行。拘束部位の循環障害無し。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。昨日日勤帯にて39.0℃台の発熱・悪寒戦慄あり。悪寒消失後よりクーリングするが高熱続く為、田名部Dr報告し指示にて昨日日勤帯と今朝の2回インフルエンザテスト施行している。2回とも結果は陰性。昨日より発熱時IFオーダー追加とIFオーダーの解熱剤3回分・抗生剤1日分処方となっている。以後も37.0℃台～38.0℃台の発熱は持続。悪寒は無い為、クーリング強化にて対応。他バイタル異常は無く経過。本日も発熱は持続している為、10:00発熱時カロナール(200)1T与薬し経過観察行っている。カロナールの残数少ない為、日直医三浦Drへ報告し、5回分追加処方。又、本日昼で処方切れとなっていたセフジトレンについても同内容で3日分(本日夕～3/5(火)昼分迄)継続処方。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・三上　ミヨ様～食事は拒否あり不摂取。点滴漏れあり差し替え施行。一時的に抵抗見られている。バイタルサインの異常は無い。
・古里　長太郎様～バイタルサインに異常なく、ライントラブルなく経過。服薬は拒否なく服用している。
・佐藤　ミツ子様～他室侵入や迷惑行為の他者への不満あり、訴え頻回であるが粗暴的となる事はない。易怒性みられるため介入要す。
・宮澤　涼太様～食事は全量摂取し拒薬無し。余暇は自室で臥床し過ごすこと多くみられている。易怒性や不穏は無し。
・中村　隆様～余暇はホールにて過ごすが色情行為はみられず、落ち着いて過ごしている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～独語活発であり、眼光の鋭さあるがトラブルなく経過する。
